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第 3 章 MSX- DOS 用 開^ ノ一 ノレ 



3,1 MSX-DOS で矚 《 する に は 

• 開発 ツール を そろえる 

DOS では、 いろいろな^ 語 を 使用す る ことができます。 そして， 
その 目的 もさ まざまで す。 例えば、 ディスク BASIC ffl の マシン 語プ 
ログ ラム を 開 5£ する こと も 考えられ ますし、 LISP などと いった ,な 
級 3 ^を 使 HJ して 人工知能 分野に 関わ る プログラム を 作る こと もで 
きます。 また、 クロス アセンブラ など を 使えば、 他 CPU の マシン^ 
開究 など もで きます。 そして， ^際に プロ ダラム 開« をむ おうとす 
る と、 B 的に 応じて 必要と なる ツール 類 も ^ 然 のこと ながら 変わつ 
てきます。 そこで、 ここで 行う H 的と 必要と なる ツール を 示して お 
さましょうと 

まず B 的です か、 ここで は r MSX- DOS で觔 作す る 外^ コ マン ド 
を 作る」 ことに 限ら させても らいます。 となると、 ツール 類 も 決まつ 
てきます。 外部 コマンド は: K 本 的に マシン US プログラム なので、 こ 
れを 生成す るよ う な ツールが 必要と なる のです。 これに は C コ ンバ 
ィ ラ といった 高級 S^S を 使 W する こと も 考えられ ますが、 ここで は 
アセンブラでの 開発 環境 を褪 佻して いきます。 

アセンブラ を 使 f|j して IfH 発する ために 必要な ツール は、 ソース ブ 
ログ ラム を 作る ための 「テキス ト エディ タム マシン 語に 変換す るた 
めの 「ァセ ン ブラ」、 そ して 動作 を チェ ック する ための 「デバッガ 」か 
あれば^ 足ります。 これら は 市阪品 (M80、 MED, S-BUG なり ふ 
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3.2 MSX-DOS 版 アセンブラ 

使 ffl しても 構いませんが、 チ に 入らない 人 もい る こと を 想定して、 
本 が オリ ジナル 開発した もの を掲 敉 する ことにします。 むろん、 

これらの ツール は 外部 コ マン ド であり DOS 上での み 利用 可能です， 
それで は、 それらの 入力の 化 方、 使い方 を 解説して いきます。 なお、 
* 販 品と は 使 川 法が 異な リ ますので 迚 息して ください。 

鲁 プログラム 入力の しかた 

入力 は P 154 揭戗 の 「COM ファイル 人力 W ツール」 を 使用して 行 

います。 プロ ダラムお よび 操作 説明 は そちら を a てくだ さい。 

掲載した 「アセンブラ ム r エディタ」、 r デバッガ」 の 人力す る アド 
レスと、 セーブ するとき に佾定 する ファイル 名、 および 将載 ページ 
を以 卜に 示します。 間違えない ようにして ください。 

'アセンブラ ASM.COM 0100H〜 1B8FH P161 

• エディタ PED . COM 0100H - 277FH P168 

• デバ ッ ガ BUG . COM 0100H〜 23FFI J P178 



Q ,2 MSX-DOS 版 アセンブラ 
暴 アセンブラの 特徴 



ASM , COM 



害 式 ASM < ファイル 名 >_ [スィ ツチ 1] [スィ ツチ 2] 

Z80CPUHJ の 2 バス アセンブラで、 アセンブリ 記述され たプ ログ 
ラム を マシン 3S に变換 します。 本 アセンブラ は 「 ポケッ ト バン クシ リ 
ーズ マシン 辯 人 門」 に掲 « した r モニタ アセンブラ」 の アセンブラ 
の 部分 を 外部 コ マン ド 化し、 さらに 使いやすく 改良した ものです。 

k な特 a は 次のと おりです。 



49 



第 3 車 MSX- DOS 用 Mft ツール 



• アセンブル 作業が 簡 * である 

本 アセンブラ は ORG 命令 を OlOOh と してお く ことによ り ァ セン 
ブル 後 勅 的に COM ファイルが 生成され、 すぐに 外部 コマ ン ドが 
できる ようになって います。 そのため、 市販の アセンブラの ような 
リンク 作 * がいらない など、 シン ブルに 作^が 運べます。 

• モニタ アセンブラの ソースが その ま ま 入力と して 使える 

モニタ アセンブラで 作成した 付きの ソース プログラム を、 
そのまま アセンブル する ことができます。 これにより、 ディスク 
BASIC 上で 開 允し た プログラム をす ぐに MSX-DOS で 利用す る 
ことができます。 

• BSAVE 形式の ファイルが 出力で き る 

ァセ ン ブルして、 すぐに ディ スク BASIC に 移け し、 BLOAD 命令 
により^ み 込む といった ことが、 オプション スィ ツチに よ りで きる 
ようになって います。 この 棣能を 使えば、 簡単に ディ スク BASIC で 
動作す る マシン 語が 開発で きます。 

• ファイルに 出力され もォ ブジェク ト 

「モニタ アセンブラ j では、 ほ逨 かつ、 操作 性の よい 31堍 をデ イス 
ク BASIC 上で 実現す るた め、 ソース プログラム、 ォブ ジヱク トブロ 
グラム を オン メモり h です ベて 処理して いました が、 反而 メモリ 不 
足で 大きな プログラムが 作れなかった り 、 モニタ ァセ ン ブラが 常駐 
している ァ ドレスへの プログラムが 作り にくい などの 問題が あり ま 
した。 DOS 版 アセンブラ では ソースから オブジェ ク トへ 「ファイル 
TO ファイル」 となって いるので、 プログラムの 人き さ、 オブジェ ク 
トの 置かれる アドレスに ほぼ 制限が なくなりました。 さらに、 前述 
のように ファ ィルも 生成で きる ので、 DOS 上の プロ ダラ 
ム でも、 ディスク BASIC 卜， のブロ ダラムで も 簡単に f ャる ことが で 
きます。 
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.2 MSX-DOSKS アセンブラ 



秦才 プショ ンスィ ツチ 

DOS 版 アセンブラ では、 2 棟 類の スィ ツチ をコ マン ドラ イン 上に 
指定す る ことができます。 スィッチ 1 は 1 " モ ユタ アセンブラ」 で 使 川 
されて いた リ ス ト 出力の ための もので、 スィ ツチ 2 は DOS 版への 
改ぉ 時点 で 追加 さ れた も のです。 

♦X イッチ 1 

3 文 卞で溝 成され、 1 文字め が r プログラム リスト 出 カム 2 文字 
めが 「ラベル リ ス ト 出力」、 3 文卞 めが 「ェ ラー リスト 出力」 を 表 し ま 
す。 



A>ASM TEST, ASM XCD 



プロ ダラムり ス ト 出力 
ラベル リス ト 出力 




エラ一 りス ト出ガ 



ft 出 ハ に拊定 できる 义卞は 次の 4 種類です。 



X … 


-，， 出力 禁 し 


C … 


… 甬 iffi に 出力 


P … 


… プリンタに, 屮, 力 


D -" 


― ディスクに, 屮, 力 



指定し なければ、 すべてが 幽而に 出力され ます。 "X" 以外 を 指定 

すると te^i が a くなる ので、 すべてに 'x" を抦定 する こと を拗め 
ます。 



♦ スィ ツチ 2 

MSX-DOS で 一般的に 使 W される ような スィ ツチで 乙 パ に 絞く 
1 义 卞で梆 成され、 以下の ように 使 W します。 



A 〉 ASM TEST . ASM XCD /N 
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第 3 章 MSX-DOS 用 Mft ツール 



ここで ttW できる スィッチと、 その 1: 眛を以 ド に^します。 



/B •• 


… BSAVE 肜 式の ォブ ジょク トを 出力 




… オブジェ ク トを ^力し ない 


,Y … 


-， シン ボリ ツク ファイル を 生^す る 



& スィッチ は、 併用す る こと もで きます が、 と 1 *Z>T を 同 

時に 指定す ると きな ど は; r's が 生 じる ので、 こ の 場合に は どちら か 

が 有効になります にの 場合に は ZN が 有効）。 *ZY* は シン ボリ ッ 
ク デバッガ 用 （S- BUG など） の ファイルです。 本 招 載の デバッガ 
では 使 用しません。 



IGX >lf tesnblr ^ Li 
？ ml 

m 



秦ォ ブジェク ト ファイル 

オプション スィ ツチに て */B* を 指定す ると BSAVE 形式の フ 
アイ ルが できます が、 このと き 拡張 子 は， .OBJ* となります。 DOS 
版 アセンブラ では、 この 他に も 2 稀 類の 拡張 子 を 持った ファイル を 

生成す る ことができます。 それら を まとめた ものが 次の 表です。 



+ OBJ 


B スィ y チ により 作られる， M 体 的に は， ファイルの 先 
^に， W 始. 柊た ^行 アト' レスが 入る 


COM 


ORG ^^を OlOOh にす ると. す ： に 外郎 コマ ン ド として 
使える よう に COM フ ア < ル となる。 


.BIN 


OR (； 命^ を fUOOh 以^にす るヒ たた * の マシン 掛フ アイ 
ル となる。 
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3.2 MSX-DOSJfi アセンブラ 

書 アセンブラの 仕様 

「モニタ アセンブラ j よりの 変更 は、 rr* 号が 不必要に なった こと 

と、 END 命令 を 必ずつ ける よう になった ことです。 他 は、 同じです 
がー 通 リ 解说 してお きます。 

♦ ソース プ a グラム 

アセンブラの ソース ブ ログ ラムの 形式 を 示します。 なお、 初めが 
「け番 ひ ，」 となって いると、 アセンブラ は 無視し ます。 



[ラペル：] [[二一 モニック] [オペランド]] [； コメント ] 



♦ 文字 

ソース プログラムに 使 ffl できる 义卞は 文字コードが 00H〜1FH, 
7FH 以外の もので、 キー ボー ド から 入力で きて W 面に も 表示で きる 
文字です。 

寺 ラベル 

ラベルに 使 ffl できる 义卞 は、 英数字 （大文字、 小文字の 区別 はな 
い）、 および，？ \ や @' です。 ただし、 先頭の 文字に 数字 を 使用す 
る こと はでき ません。 ラ ペル は 先 ffi の 6 文卞が 有効で 7 文 宇 以降 は 
無視され ます。 ラベルに は レジスタ 名、 ニー モニック、 条件 名 を 使 
うこと はでき ません。 

アドレス を 表す ラベル は、 ラベル 名の 後ろに い, をつ ける こと 
で 定義 さ れ ます。 定数 を 表す ラ ベル は EQU 擬似 命令 に より； 31 義す 
る ことができ ます。 

♦ 二一 モニッ ク 

Z80CPU の 全 命令です (未定義 命令 は 不可)。 

♦ at 似 命令 

使 ffl できる 擬似 命令 は 次の 7 悃 です。 DEFB、 DEFS, DEFW、 
DEFM 命令に おいて、 省略 形 DB、 DS、 DW、 DM は 使用で きない 

ので 注意して ド さい。 
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糖 3 素 MSX- DOSffllMI ツール 



•ORG 命令 (ORiGin) 
ロケ ーショ ン カウンタ （何番 地から 才ブ ジヱク トを 生成す るか） を 

設定し ます。 桁定 のない 場合に は ロケ ーシ 3 ン カウンタが 0 になり 

ます。 また、 100h にす ると COM ファイルが 生成され ます。 
• END 命令 

アセンブラ に対して、 ソース プログラムの 終了 を 指示し ます。 ソ 
ース プログラムの 蛙 後に 必ず 入れない と エラーと なり ます。 

•EQU 命令 (EQUate) 

オペ ラン ドの 待つ ラベル を: £義 します。 この 命令 だけ は 次の 形式 
で 書かれます。 ラベルに ，：， がっかない ことに 注 息して 卜さい。 



[ラベ/ レ] [[EQU] [式]] [； コメント] 



• DEFB 命令 （DEFine Byte) 

メモリに 8 ビツ 卜の データ を 設定し ます。 * で K 切る ことによ 
り 複教 個お 述す る こと もで きます。 

• DEFM 命令 （DFFine Memory) 

メモリに 文字列の データ を S 定し ます。 文字列 は' 'でく くって く 
ださい。 




■n 1 '， 





画&^ 
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3.2 ァせ ンブ今 

• DEFW 命令 （DEFine Word) 

メモリに 16 ビットの デ一タ を 設定し ます 。データ は 上 伉 8 ビ/ ト 
と 下位 8 ビ'/ トが 逆にな つて メモリに S 定 されます。 や で 区切る 
ことによ り 複数個 Ji! 述 する こと もで きます。 

• DEFS 命令 （DEFine Storage) 

才べ ラン ドでポ された パイ ト 敉の領 « を 確保し ます。 

警ォ ペラン ト' 

オペランドに は、 式、 レジスタ、 これら を カツ コで W ん だもの 1 

^ft 名 を 書きます。 これらの 規約 を^し ます。 
• 式 

^は 次の ような 形式 をして います 



[{+ | —）] {：£ 教 I ラベル I $} 

m |ー}] {a 数 | ラベ' レ I $} …… 

« [ ] …お 咯打 能で ある こと を 示す 
{ } … I で 什 切られた う ちの いずれ か を 選ぶ 

計算 は 常に 16 ビッ トで 行われ、 オーバーフロー は 無視され ます。 
結果と して 1 バイ 卜の 値が 欲しい 場合に は 16 ビッ ト のうち 下位 8 ビ 
•/ 卜が 使われる ことにな り、 卜. 位 8 ビッ トは 無視され ます。 

- 定数 

i 数に は数龈 定数と 文ネお 数が あ ります。 

数 定&は 0 〜 9 で 始まる 文字列で、 10 造 数 と 16 進数の 2 種類 
があります （2 進数 は 使用 不^)。 データの 後に をつ ける か、 
もしくは 何もつ けなければ 10 進数と みなされます。 をつ けれ 
ば 16 進数と みなされます。 

16 進数の 場仓、 初めの 义卞が A — F であった ときには、 その^に 
0 をつ けて 卜さい （例 A00OH ^ OAOOOHJo 



第 3 雪 MSX- DOS 用 闋 « ツール 

文字 定数 は 1 個 または 2 個の 文字 を 引! 0府（ '） で 囲んだ ものです。 

引川府 n 体 は 2 つ 続ける ことで 1 つの 引用 府 となります。 式の 中に 

は 3 文字 以上の 义卞 定数 は 使用で き ません。 

■ $ (ロケ ーシ ヨン カウンタ） 

$ は， $ を オペ ラン ドに 記述した 命令の 1 バイ ト H の ロケ ーシ ョ 
ン カウンタの 値 を^し ます。 例えば， 「LD HL,$」 という 命令が D308 
番地に; I かれる とすると、 オブジェ ク トは 次のようになります。 



アドレス 

D308 


命令 オブジェクト 
LD HL, $ 2108D3 


• レジスタ 名と 条件 名 
レジスタ 名お よび 条件 名に は以 卜' の ものが 使用で きます 


レジスタ 名 


ABCDEHLI R 
AF BC DE H し IX IY SP 


* 件名 


C NC Z NZ P M PE P0 



♦ コメント 

* ； H の 後の 文字から 行の 終わ り までの 文卞 列です 



♦ エラ一 メ ッ セージ 

ソース プログラムに 誤りが あると、 アセンブラ は^ 3-1 で 示す ェ 
ラー メ ッセ一 ジを 出力し ます。 



アセンブル を 中止す る エラー 


% 


Object area full 




オブジェ ク ト エリアが いっぱい になった 


% 


UM table full 




ラベル テーブル がいつ ばいに なった 


% 


Assembler sourse error 




'ノースが アセンブラの ソースで ない 


% 


Screen not 40X24 text mode 




SCREENO でない 
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3.3 MSX- DOS 版 テキスト エディタ 



アセンブル を 中止 しない エラー 


A 


Address* Uvcrflow 




ァ ド レ ス が 0FFFFH を こえた 


B 


Ojilancp Krror 




力 y コの 左右の &が 合わない 




引用符の f もい おがお かしい 


E 


Express ion t*rror 




f . または 式の^ がおかし い 


F 






オペ ラン ドの ft が 介わない 




IS 当す る ニー キニッ クか々 いな ト' 


L 






ラベルに 了' 約 ま を 仙 つてい る 




ラベルの^ 述 がおかし い 




Multiply Dc fined Labul 




mi じ ラベル 力 f^tftfia' ぶ卖 されて い a 


0 


Opersnd Error 




才 ペラン ドの 2:1* 力 * おか 〖 V、 


P 


Phase Error 




パス 1 と パス 2 で ラベルの 錶が與 なる 


K 


R#fer*nce Error 




相対 ジャンプが 範 a 外 




ディ ス プレイス メン トが 範两外 


U 


Lndenned Label 




未 ^ 義 ラベル を 参^した 


V 


Value Error 




オペ ラン ドに 》k! 述 された «( が逮 つてい る 


«3- 1 ァ セ レブ ルエラ 一^ m 



Q Q MSX-DOSKS テキスト エディタ 
撃 テキスト エディタの 特徴 



PED ， COM 



書式 PED— [< ファイル 名 >] 

アセンブラ などの ソースファイル を 作成す るた めの フル スク リ 一 
ン エディ タ です。 これ を 使 《1 する ことにより (K 単に テキス トフ アイ 
ルを 作る ことができます。 一度に 扱える 文字 は 約 20ん MSX( 1 ) 

MSX2 のど ちらで も 利 m 可能です。 
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第 3 章 MSX-DOS 用闢 5fe ッ一ル 



この エディ タ プログラム は、 幽 ia Ur の义 字数が 40 文字、 または 
80 文卞に 合わせられて 作られて います。 従って、 エディ タを 起^す 
る 前に MODE コ マン ドを 使用して、 どちら かの 义卞 ft にして おい 
てくだ さい。 MSX(1> ならば 40 文 宇です。 

テキス ト ファイル を 更新す る ときには ファイル 名 を 指定し ます。 
新たな ファイル を 作成したい 場合に は 指定し ません。 この場合 はェ 
ディ タを 抜ける ときに ファイル 名が 聞かれます。 エディ タが 起觔す 
ると dlfi がク リアされ， 編集が できる ようになります 。 



着 エディタの 基本的な 操作 

この 状態で、 キ一 ボードより 文字 を 入力して いきます。 試しに、 
次の ような テキスト を 人力して みましょう。 



SAMPLE TEXT ； 




i 




― 1 1 1 — 


YAM A 丄 


― 2 2 2- 


KAWA 1 


— * 3 3 3 — ► 


UMI 丄 



この 屮 で，—， となって いると ころ は TAB キー を 押します。 また 
* 丄ケ なって いると ころ は リターン キーです。 この エディタで はこ 

れらの コードが a える ようになって います。 ^ 後に は テキス 卜の 終 

わり を 示す ，— ， が ある ことに feUiB してく ださい。 
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3-3 テキスト エディタ 

人力で きたら、 これ を セーブして みましょう。 まず ESC キ 一を 押 
しく ださい。 ゆ' |面 の 右 トに四 ft の ウインドウ に W ま れた メニューが 
表^されます。 



矚 ^33l> 


拿 H OU1T t 
A FILE I 







そこで， カーソル キーの t 丄を fit 川して、 メニュー 内の や を 
勅 かし ，save &cjurr に 介 わせて リターン します。 

フ アイ ル名を 指定して ない 場合に はファ ィ ル名 を^いて きます の 
で、 ^えてく ださい。 これで ディスクに テキストファイルが 作成 さ 
れ、 コマンド モードになります e 巡い なくで きている か 碗 かめる 

に は TYPE コマンド を 使 W すれば いいでしょう。 




着 テキス ト エディタの 仕様 

本 エディ タ では、 コント ロール キ一 や ファン クシ 3 ンキ一 を 用い 

る ことにより、 さらに * 敉に义 S を 編集す る ことができます。 機能 

を 表 3 -2 にがします。 
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糖 3 素 MSX-DOS 用 M 発 ツール 



ファンクション キ一 


D — f レア' ノブ 


行 を 20 む 分 進めます 


D— ル ダウン 

F6 に D> 


^を 20 れ分 おします 


サーチ & リブ レース 
F2("Q) 


文字列の 検索、 置き換え をむ います 


1 


により カツ ト した 文章 を カーソル rr の 前に 
神人し ます 


カツ ト& ペースト 設定 
F3 


F8 によ り カツ ト する 範囲 を 指定し ます 


カツ ト、 コピー 


F3 で マ— ク した 行より 現^の 力一 ソル 行 ま 

で を バツフ T に 人れ ます 


《 
丄 


3 つの マ一 クの どこに カーソル を^ わせる か 
の 指定 を 行-います 


ジャンプ 
F9 


F4 でセ ッ ト した マークの ある 行へ々 一 ソル を 
ジャンプさせます 


サーチ ネクスト 
F5 


F2 で 設定した 文字列 を 検索し ます。 続けて 検 
^するとき に偾坩 します 


サ— チバ？ タ 
F10 


が テキストの 先方に 検索す るのに 対し、 こ 
ちん は 逆に 向かって 行います 



コント ti— / レキ一 


: B 


カーソル を 文末へ 移動し ます 






と^じ 






F6 と [^じ 




*E 


^の 終わ リ まで を 削^し ます 




A G 


fs t n じ 




H 


BS (パックス ペース） 




画 


TAB (タブ 1 




K 


力一 ゾル を カツ ト します。 \ で ペース ト 


できます 




力 一 ソル を ホーム ポジ シ ョ ン に 移動 します 






CR (リ ターン） 




、 


F5 と 同じ 






F10 とお J じ 




P 


F7 と 间 じ 






F2 と 同じ 






ォ一 バー ライ ト /インサート 切り 钤ぇ 






F4 と 同 じ 






文通に カーソル を 移動し ます 




冶 


m tmt 




ヽ 


カーソル を 行の 左に 移 助し ます 






ゥ一ソ ルの ある 行 を カー ソ ルの 前行に コ ピ- 


-します 




K で 力 マ ト した 行 を 力一 ソルの 前行に ベ一 


ス ト します 
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3.3 MSX- DOSffi テキ ス ト エディ タ 



その他の 機能キー 


ESC 


ディスクへの 人出 力、 および 終/ 


TAB 


タブ コード 


RETURN 


リ ターン コ一 卜' 


JNS 


オーバ— ライ トイ ンサー ト yj り锊ぇ 


BS 


z ，ッ タス ペース 


DEL 


デリート 


力一 ゾル 


カー ゾル移 勤 


♦ ESC 


表3-2 エディタの fltl^ キ 一一 黧 



エディタ を 終えたい、 ディスクに ロード、 セーブした いという 場 
^に 使 m します。 キー を 押した ときに 表^される メニュー とその 意 
味 は 以下のと おりです。 



* SAVE & QUIT 


…… セ 


ーブ して 終了 


QUIT 


…… セ 


ーブ せずに ft 了 


SAVE 


…-- セ 


ーブ のみ 行う 


READ A FILE 




アイ ルを 口一 ド する 



'READ A FILE V を 指定す る と d —ド する フ アイ ル 名が « かれ ま 
す。 それ を 人力し リ ターンす る と カーソルの ある 行の 前に 指定した 
ファイルが ロー ド されます。 

，SAVE&QUIT'、 "SAVE" について は、 コマンド 入力 時に フ 
アイ ル名を 指定し なかった ときの み、 ファイル 名が 聞かれる ように 
なって います。 

'purr を 指 すると、 本 ^ に 終えて いいの か 'sure?(yz 

N)' と 問いて くるので *Y* か *N* で 答えて ください。 

孴 カット & ペース ト 

これ は、 テキストの ブロック 単位での 削除、 移動、 コピー を 行う 

ための 機能です。 主に 使う キー は F3、 F7. F8 です 0 

まず ブロ ックの KM 指定 を F3 キーで 行います。 カーソル をブロ 
ッ クの 先頭に 待って い き F3 キー を 押します。 すると、 次の よう なメ 
ニューが^ 示されます。 
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第 3 章 MSX- DOS 用闋発 ツール 



SET MARK … 


… マークす る 


CLEAR MARK - 


… マーク をク リアす る 


CLEAR BUFFER 


… バッファ をク リアす る 


MARK =00000 ' 


■■■ マーク された 行 位 K 



ここで ，SET MARK* を 逸んで リターン すると、 その 位置が 記 
憶され ます。 確認 はもう 1 度 F3 を 押す ことによ リ、 最後の 
や MARK=xxx XX， に 現れます （この場合り ターンして しまう 
と マーク された 位！ K が 変わって しまう ので ESC キー を 押して 抜け 
るよう にして ください)。 

この 後、 カーソル を ブロックの 最後に 移 勅し、 F8 を 押します。 こ 
こで は、 次の ような メニュー が^^されます。 



CUT …… ブ ロ ノ クを 削除し、 バッファ に^する 
COPY -'… ブ o ックを バッフ t に 格納す る 

W CUT\ *COPY ，は 共に ブロ ック をハ' ッファ という メモリ にお 憶 
する ための ものです。 遠い は、 それと 问 時に 元の ブロック を 削除す 
るか、 しない かです。 

バッファに 記 億した ブロ ックを 使いたい 場合に は F7 キー を 使い 
ます。 まず、 カーソル を ブロックの 移動、 コピー 先に 持って いきま 
す。 ここで F7 キー を 押せば カーソルの 前に、 光 程 ^憧 さ れた ブ 口 ッ 
ク が 現れ ま す。 



^ at mm 

^m^mL 麵 

j 圖，, n 



橫 80 ケタ での エディ タ灑面 
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. 3 MSX-DOSJK テキス ト エディ 



これら を まとめる と 次の よ う になり ます。 



ブ a ッ ク^ 除 


① カーソル をブ ロ メ クの 光^に fsw 

(g) F3 キーで プロ ソ クの 5bjfi を マーク 
(2) 力一 ソル もブロ ノ クの ，お *t 
®F8 キーで 力 ズ ト （CUT> する 


ブロッ ク移^ 


① 々一ソル を ブロックの 5« に 移 
..2"' F1 キーで—, 口 /クの 先頭 を マーク 
③ カー ゾルを ブロックの 最後に 移 勅 
®F8 キーで カツ ト （CUT) する 

tS) カーソル を 移 fii 先に 侈が j 

it FT キー を 押してへ一 ス ト する 


ブロ ククコ ヒー 


(D 力一 ソル を ブロッ クの Iti^ に 移動 
キーで ブロックの 先 頗 を マーク 
3 カー ノ > をつ' 口 ' y ^tn : ^rf^h 
®F8 キーで コピー （COPY) する 
© 力 一ソル を 移 釉 先に 移勳 
®F7 キ一 を 押してべ 一 ストす る 



♦ サーチ & リ プレース 

テキスト 内で、 求める 文字列 を 検索したり、 置換す る 機能です。 

主に 使う キ一 は、 F2、 F5、 F10 です。 



t 刀め に F2 キ 一を 押します。 ここで は、 次の ような メニューが 表示 
されます。 



FIND FORWARD …… ド 方に 文字列 を 検索 
FIND BACKWARD …… 上方に 文字列 を 検索 

REPLACE(ALL) …… 確認 鲢 しの^ 挟 
REPLACE (STEP) …-" 確^せ リの^ 抶 

F $ = * …… 検索 文字列 

R S = * …… 禺抶 文卞列 



「検索」 の 場^に は、 まず 検 * 文字列 を 設定し ます。 を カー ゾ 
ル キーで や F$ = ** まで 移動 させ、 り ターンし、 文字列 を 入力し 
ます。 次に、 現在の カーソル 行よりも 下の 方に 検索したい 場合に は 
"FIND FORWARD" を、 卜. の 方に 検索したい 場合に は ，FIND 
BACKWARD* を逸択 し、 リターン します。 見つかった 場合に は、 
その 位お に カーソルが 移動し、 見つからなかった 場合に は ，NOT 
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第 3 素 MSX- DOS 用 開発 ツール 



FOUND ノ と 表示され ます。 

検 * において、 一度の み な ら ず 何度か 検 * し た い 場合が あります。 
こんなと き に は F5 ま たは F10 で統 行す る こ とがで きま す。 

「置換 j の 場合に は、 *F$ = と *R$ = *' を設; £ する 必要が 
あります。 ただし、 # に 検索した 文字 を 削除したい に は 置換 文 
字 列 を 設定す る 必要はありません。 ただし， この場合に は 確 認 の 意 
味で 'DO YOU MEAN ERACE?(Y/N)* と 聞いて きます ので 
，Y* か *N， で 答えて ください。 

それらが 終 T したら、 次 は ，REPLACE(ALL 广 と 'REPLACE 
(STEP)* のど ちらか を 3 びます。 ，ALL fr を 逸んだ 場合 は^ 换揀作 
が tiSJj 的に 行われ。 *STEP* を 邃んだ 場 IV に は 文字が 検索され たと 
きに ^REPLACE? (Y/N)， と 問いて くるよう になって います。 
，Y* なら^ 换 され、 ，N V ならば IS 換 されません。 途中で 止めたい 
ときには ESC キー を 押してく ださい。 

♦ エラー メ ッ セージ 



INVALID FILE NAME 

フ アイ / レ 名のつ け かたが 問 遠 つてい ると, 4 け J されます， 

CHECK DRIVE STATUS 

_T< スク の^き 銮^ がない と きに 出力され ます- 

WORKING 

MEMORY IS 
【剛 FnCIENTI 

テキス ト« 集中に メモリ かなく なると 出力され ます。 ESC キーで 元に 
戻り ますが 、テキスト を 増やす 可 艇 性の ある コマ ン ドは 受けつ けなくな 
ります。 



MEMORY IS 
INSUFFICIENT! 
TEXT IS 

SAVED IN 
PRO . PED 

ファイル を 読み込んで いると きに メモリが なくなる と 出力され ます。 こ 
の 場合 は、 と り あえず^ み 込んだ テキス 卜が *PED，PED* という ファ 
イル^で セーブされ、 コマンド モードに おります。 
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MSX- DOS 版 デバッガ 



O 4 MSX-DOS 版 デバッガ 
暴 デバッガの 特徴 



BUG . COM 



書式 BUG —[ぐ ファイル 名 >] 

マシ ン 語の 实行チ ユック をす るた めの ツールです。 1 パス ァセ ン 
ブラ、 1 パス 逆 アセンブラ、 トレーサー、 など一 通りの 梭能 か^わ 
つお り、 充分な 威力 を 発揮して くれます。 

デバッガ を 起 勧 するとき に、 ファイル 名 を 指定す ると その フ アイ 
ルが OlOOh 番地よ り 説み 込まれて デバッガに 人り ます。 そのと き、 
次の よ う なメ ッ セージが 出力され ます。 



A>BUG TEST . COM 

* * * MSX DEBUGER * * * 

0100 0200 



タイ トルの 後の 2 つの 16 進数 は、^ み 込んだ ファイルの fffl 始ァ ド 
レスと 終 f ァ ドレスです。 忘れない ように メモして おく こと を 勧め 
ます。 その 下の *ノ は デバッガの コ マン ド 待ち を 示す ブロ ン ブトで 
す。 

ファイル 名 を 桁' i しない 場合に は、 開始、 終 f アドレス は */片 さ 
れ ずに コマ ン ド侍 ちとなります。 

暴 デバッガの 仕様 

数 航 の 入力に ついて です が、 アドレス および データ は 16 進数で 行 

つてく ださい rtr は 不要）。 コマンドの 入力 は、 基本的に は 大文字 
でも 小文字で も かまいませんが、 場合によって は 小文字 を 受け付け 
ない ときが あるので 気をつけて ください。 

デノ 、'ッ ガで 使用で きる コマ ン ド は 次の 14 種類です。 
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第 3 拿 MSX — DOS 用 発， ンー J レ 



I Assemble 

書式 A [< アドレス >] 

1 バス アセンブラで すお 人力す ると アドレス を 表示され， 命令が 人力で きる 

ようになります， ♦ 令 は 1 行に 1 命 ^ つで、 ビ リオ M.) で デバッガの コ マン 
ド 待ちに M ります a また. 命令に おりが あった 場^に は， *EKKOR， と 农ポさ 
れ、 や は リコ マンド 待ちに 15! ります。 

コ マン ド 人力 B ふに ァ ドレス を报定 すると、 その ァ ドレスから アセンブルが 始 
ま リ、 侑定 しなければ^ 回 人力した アドレスから 始ま ります。 

なお、 人力 はすべ て 大文字で， 链 (ますべ て 16 進数^ IT はっけない） でむって 
ください。 



I ^reak point 

書式 BP< アト' レス > 

BL 
80 

*BP* は プレイク ボ イン ト の S ；^、 は 18: 定 した ブレイク ボ イン トの教 

ポ、 'BC' は ブレイク ポイントの ク リア を 行います。 により 1 復に設 ぶで 
きる ブレ イク ポイント は 4 俩 所まで， それ 以 t 設定 しょうと すると 'NO 
MORE BREAK POINT* と メッセ一 ジが 表^されます。 この場合に は 'B ピ 
で ブレイク ボ イン トをク リアして ください。 なお、 'BC ，コマンド は、 使 羽する 

—クプレ イク ボイ ン トがク リ ァ されます ので は 意して ください， 



^^■^ Dump 

害 式 D [< 開始 アドレス >] [，く 終了 アドレス >] 

メモり ダンプ をむ います。 使 «1 すると メモリの 内容 を、 16 進&と キャラ ク タ 

で 表示し ます。 のみ だと 街 回 人力した アドレスから 1 ベ一 ジ分、 *【）<ra 
ァ ドレス〉' だと 措よ した ァ ドレスから 】 ベ一 ジ分 がみ^ されます。 



Fill memory 

害 式 f< 開始 アドレス > ，く 終了 アドレス >，< データ > 

指ぶ した メモリ^ を、 指定した デ-タ で 埋めます。 データ は 1 バイ トの储 で 
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G 



H 



L 



デバッガ 



Go user program 



害 式 G [< アドレス >][,< ブレイク ポイント >】 

フロ グラム を 'おむします。 アドレス を 指 'ぶしない と、 X コマンドで^ される 
PC から、 佾' ぶした 堪^に は その ァ ドレスから^ 行 を 始めます。^ 行屮 にブレ 
イク ボ イン 卜か^ 定 されて いる 命令 を ii ると^ 行か 屮断 されます。 



Help 



書式 H 

デバッガ における コマンドの ffi Ifl な^いお を お; Ji します。 



set file name 



害 式 I く ファイル 名 > 

ディ スク から 読み込んだ り^き 出したり する フ r ィル お を攻定 します。 K: 
マン ド. W コ マン ドを^ W する おに ffi います。 



disassemble List 



書式 し [く M 始 アドレス >] [，く 終了 アドレス >] 

メモリ 屮のブ 口 グラ ムを 逶ァセ ン ブルして^^ しま す。 ， のみな ら ば ふ 1H 

人力した アト' レスから 16 命令 分、 ，L く 開始 アドレス >• ならば 栴 定した アト' 
レスから 16 命 ^分 逆ァ セン ブルして 衮ポ しま す- 



L コマンド 

値 はは aus です が' h' はつ 
かないの てう ±* してく ださ 
い 
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第 3 衆 MSX- DOS 用 M 発 ツール 



I Modify memory 

書式 M [< アドレス >] 

メモリ 内容の^ ポ および 变 を ひいます。 入力す ると、 アドレス とその fft 在 
の 内容 を 表 承し ますから， 变 きする に は 16 違 数 を、 変お しない 場合に はリ 
ターンの み 押します D *.， を 入力す ると デパ マガの コマンド 诗 ちに 戻ります D 



[ Quit 

書式 o 

デバッグ を 抉け て MSX-DOS のコ マン ド はちに 戾り ます n 'C と 人力し てら 
デバ/ ダを梭 ける ことができ ます。 



Q L Aead user program 

書式 R [< アドレス >] 

ディ スク から ブ o グラム を統み 込みます 。 ァ ドレス を すると そこから、 
指^しな いと OlOOh 餮 地から 住み込まれます。 この コ マン ト' を 使 ffj する « に は、 
£ 'ず I コ マン ドで ファイル 名 を佾定 してお いてく ださい。 



Trace 



會式 T [< カウント >] 

マシン IS プロ ダラムの トレース を 行います， 寞行は X コ マン ドでポ される 
PC 值 からです 。く カウン ト： > を 指定し なけれ ぱ 1 命令 だけ^む され コマ ン ド 
诗 ちに W り、 指定した 場合に は、 その ft 分の 命令 を i'i 觔旳 に^に r します 。 m'£ 
できる カウン ト数は 00 — FF までで、 0 だと 256 H トレースされ ます。 どちらも 
1 命令^ 行す る ごとに レジスタの 内容が^^ されます。 ぶ 示される 内容と 意味 
は以 ド のとお ひです。 



フラグ 
i 

S— C A=00 B= 0000 D=0000 H= OCKX) …表 レジスタ 群 

A* 00 B， 0000 IT 0000 H* 0000 …裹 レジスタ 群 

P=0100 S = AFFK X=0000 Y^QOOO 
0100 JP D000 …命令 
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3.4 MSX- DOSKR デバッガ 



ニニ 雜 psm s^m 

aiBT P 38^ 817 s=BeM ^eee v=eee« 
t^=&R s=Q5C3 & =eeee K^eeee 

― rsm ff^n 

—― Ps=&et b=&5 & 5- &^eeee H=eeee 

p^e±0A s^seed x=eaee v^See 
eia^i ld し h 



Write to disk 



害 式 w< アドレス t> し < アドレス 2>] 

r< スクへ プログラム を^き 込みます。 < アドレス 2 > を ^略 すると、 01(K)h 

恭 地から <ァ ドレス 1 > までが、 右 略しなかった ときには < アドレス 1 > か 
らく アド レ ス2 —>が^き込まれますュ この コ マン ドを使 m する ときには i コマ 
ン ドで ファイル お を 指定して おく 必 » があります 《 



eXamine 



s 式 x [< レジスタ 名 >] 

レジスタ 内^の^ 示、 および 変 31 を 行います。 *X， のみなら ば、 T コマンド 
と 1,ガ じ 形式で レジ ス タ がぶ 示され ま す。 'X' の 後に レジスタ 名 を 指ぶ した 場合 
は、 レジスタ 械 の变更 となります。 'おけす る ヒ^ 在の レジスタ 内^が £ 示され 
入力 待ちと なります から. 玟'ぶ したい 依 を 人力して ください。 



A =00 02 は 



A レジスタ をせ^ する : 
» 定 を 入力 



レジスタ 名 は^ 人义卞 で 人力して くださ t 
とおりです。 



使 ffl できる レジスタ 名 は 以下の 



A 


A レジスタ 




X 


IX レジスタ 


B 


BC レジスタ 




Y 


IY レジスタ 


D 


DE レジスタ 




S 


SP スタック ボ インタ 


H 


HL レジスタ 




P 


PC ブロ ダラム カウンタ 


F 


7 ラグ レジスタ 









は， B, D, H, 

指定で きます。 



F の レジスタ は 後に * T ，をつ ける こ 1 



り衷 レジスタ も 
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^6 章 

一 MS(-DOS 

ユーティリティー 

集 



第 6 章 MSX-D05 ユーティリティー 集 



秦 プログラムの 入力の 仕方 

フロ グラムの 人力 は、 揭 «1 の や COMIN. BAS' でむい ま 
す。 人力す る アドレス は^ プログラムの 初め を a るか、 ダンプ リス 
トのァ ドレス を ^ てくだ さい。 また、 セーブす る ファイル 名 《コ マン 
ド fc) は、 説叫 の 初めの 枠で W まれた 名^に してく ださい。 

暴 多櫬能 モニタ 

アドレス 0100H〜230FH P187 



MON . COM 



き 式 MON— [-P] 
♦ 概要 

MSX2 MSXDOS 多 梭能モ 二 タ です。 スロット 切り 转ぇ、 逆 
アセンブル などの 棣能 があります。 また、 セーブ， ロード を サボ一 
ト してい ますので、 COM ファイルの バッチ あて （珐 止） に 使 m で き 
ます。 根性が あれば COM ファイル も 作成で き るでしょう。 なお， 飼 
面の 横文字 数 は 80 桁に してお いてく ださい。 また、 ドライブ は 3 台 
以 ト, あ ると 使 ffl でき ま せん。 プリンタ は 80 桁の もの を 使用して く だ 
さい。 81 tf ル: JLL のブ リン タ を 使用す る J* 合に は し ォブシ ヨン を 
付けて 起勳 してく ださい。 

♦ 4^ 

起劻す る と 図 6- 〗 のよう な |W! 而が 表^ されます t 

本 プロ ダラム は 起動され ると 自分自身 を TPA の^ (£ ァ ドレスに 
お 送す るよう になって いま す。 促って TPA の 100h ^ 地 か ら モニタ 
の 開始 S 地まで 自由に 使用で きます。 モニタの * ィ ft る アドレス は 
网面 h の右ド にある 'Area' に^ 示されます。 
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*6 章 MSX-DOS ユー ティリ テ < 一 集 

m-i モニタの 面 面眹明 



♦ 基本 操作 

a) 値の 入力 

1 パイ ト の 値 を 16 進 数で 入 おする とき に は、 2 桁 人力 した 饯 リ タ 
ーン する 必娈 はあり ません。 l^fl で 阀 違えて いる ことに 気づいた 
とき は BS キーで^ す ことができます。 このと き キーボードが 以下 
のよう に S'i されて いるので テンキー を 16 進入 力と して 使 用 する 
こ とがで きる よう になって います （ただし、 機棰 によって は、 お 列の 
違いに よ り 入力し にく く なる 場合 も あり ます)。 



？ — A 


？— B 


ゾ' 一 C 




'■ ' ― D 


— E 


リ- ― K 





アスキー ' ェりァ 



スひン 卜 • 号 
- カーソルの ある アドレス I 



検粟 データ 



Add^s:QlQ0 Data:Q£ 'ノ Slat tQ 0 Pind:41 、' 
ADBS ，D '1 *2 ^3 4 +5 f6 T7 *fi ^§ ^ +B +C +D ,E +F 



0100 00 00 00 00 00 00 00 00-00 00 00 00 00 00 00 00 
0110 00 00 00 00 00 00 00 00-00 00 00 00 00 00 00 00 
0120 00 00 00 00 00 00 00 00-00 00 00 00 00 00 00 00 
01% 00 00 00 00 00 00 00 00-00 0Q 00 00 00 00 00 00 
0140 00 00 00 00 00 00 00 00-00 00 00 00 00 00 00 00 

Disc oo oo oo oo oo oo oo oo-oo oo oa 00 00 00 00 00 

0160 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
0170 00 00 00 00 00 00 00 00-00 00 00 00 00 00 00 00 
oiao 00 00 00 00 00 00 00 00-00 oooooo oo oo oo oo 

0190 00 00 00 00 00 00 00 00-00 00 00 00 00 00 00 00 
01A0 00 00 00 00 00 00 00 00-00 00 00 00 00 00 00 00 
OlfiO 00 00 00 00 00 00 00 00-00 00 00 GO 00 00 00 00 
0IC0 00 00 00 00 00 00 00 00-00 00 00 00 00 00 00 00 
01DO 00 00 00 00 00 00 00 00-00 00 00*00 00 00 00 00 
01B0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 OO 0(N3p 00 00 00 
01F0 00 00 00 00 00 00 00 00-00 oooooo oNp 00 00 



yn»jo • アドレス 

J チェック サ 式 

BlockrQOOO-OQQO | 



01 



ftF SZ-H-PVC BC DE HL IX IV 
CPU : 0000 (00000000) 0000 0000 0000 0000 0000 



Graphic 



Area: 



iEM ： 3-2-1-0 

ページ 



レジスタ 



タン ブ ， ェ 'リア 
'ェ IJP 

ブラ フィック 



^Copyrieht(C)1987|by 
TPA の ±JS 

ウィンドウ モニタの 辱 有ェ 1 」ァ 



±1 

6J 



ssssssssssssssss 一^ h § 
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第 6 章 MSX-DOS ュ一 ティリ ティー 集 

1 バイ トの钪 を キャラクタで 入力す る ときには、 カーソルが 1 桁 
U にある ときに ダブル クオ 一 テ一シ ヨンに） を 入力す る ことにより 
次に 入力した 文字の アスキー コードが 設定され ます。 

2 バイ トの値 は 】6 進数の みで 入力し ます。 このと き は t 16 進 R4 
桁 を 入力した 後に リターン キー を 押してく ださい。 

b》 メモリの 書き換え 

ダンプ エリアに カーソルが ある 状態で、 バイト 入力 を 行う と、 力 
一 ゾル伩 置の アドレスの 内容が 引き換えられます。 ^しく J5 き 込め 
ると、 カーソル は 次の アドレスに 移 Jfi します。 害き 換えられ なかつ 
た 場^ ( ROM であった 場合） に は BEEP 音が して カーソル は 移 勤 
しません。 



c) カーソル 移動 

力 一ソル キーで 力一 ソル を 移動す る 場仓の 機能 は、 次のようにな 
つてい ます。 



(D カーソル キー 
のみ 


― … アドレス を 1 八ィ ト 進める 
― … ァ ドレス を 1 バイ ト W す 
1 … ァ ドレス を 16 バイ ト it める 
T -" ァ ト' レス を 16ハ'ィ ト戾す 


® SHIFT + 
カーソル キ一 


- … ァ ドレス を 4 バイ ト邋 める 
ト … ァ ドレス を 4 バイ ト W す 
4 … ロール アップす も 
T … □ — / レ ダウンす る 


2) CTRL + 
カー ゾ /レキー 


― … « 索 データ を おみ に サーチす る 
― 一 検^ データ を 後ムに サーチす る 
I … ァ ドレス を 256'、- ィ ト^め る 
1 "- ァ ト' レ スを y r =,n ペイ ト^す 



め 各種 コ マン ド （ノーマル） 

ダン ブェ リアに カーソルが ある 状 憨 でコン ト D — ルキ一 を 人力す 
る ことにより、 次の コマンド を 使 W する ことができます。 

(アドレス^ 定） 

お-小-する ァ ドレス を 設定し ます。 在の ァ ドレスが 表^されて 
いると ころに カーソルが 移 $ 力 する ので 入力して く ださい。 
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Y 、（チ エツ ク サム, 汁钚ム 式の *ぉ> 

人お する ごとに チェ ッ クサ 厶の 方式が 变 わって いきます。 

MSX … MSX マガジン 方式 （アドレス + 8 バイト） 
SUM16 … 16 バイ ト * 純 サム （3 桁） 
STD16 … 16 バイト * 純 サム （2 桁） 
STD8 ，'- 8 バイ ト単純 サム 
卞 (検 * データの 逸 ぶ) 

阿 面に マ incT と^され るので、 検^したい データ を 1 バイ 

ト 入力し ます。 兑 つかる と m 而 上で リバ一 ス表ボ されます。 解 
除す る ときにはもう 1 度 を 押して、 リターン します。 こ 
のコ マン ドはデ 一タの a 定を する だけで、 * 際の 検索 は カー ソ 
ルキ一 で 行います。 なお、 検索の 後述の ブロック 表示が 同時に 
n われた 場 介、 リバース 表示 はブロ ッ クが優 光と なる ので 注 * 
して ください。 
a g (プログラムの^ 行） 

画面に *Call program* と 表示され るので、 アドレス を 入力し 
ます。 リターンの みだと、 新に 設定した アドレスに 制御が 移り 
ます: キャンセル は ESC キ一 で 行って く ださい。 実行 は CALL 

命 で 行われ ま す。 %r^m つてく ると レジス タエ リ ァ が設: £ 

されます。 SHIFT で^ 行す ると、 リターンした ときに 人力 
画面に すぐ^らない ので、 凼 ifii 表示 を 行って いる プログラムの 
ときにはお 勧めです。 
1 (ファイルの ロード） 

Fi 面に 'Load* と 表示され るので、 ファイル 名 を 人力し ます。 
7 ァ ィルは 100h に 口一 ド されます。 サイズ チ 1 ック をして な 
いので、 巨大な ファイル を^み 込む ときには TPA 以外 を 壊さ 
ないように 注意して ください。 なお SHIFT 十 で カーソル 位 
^よ り ロー ド する こと も 4 能です。 
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^ -S ii " ； ： ，： « *5 - *t ft w t; r>; ^ -F ヒ:' jtV ノ tf Kfi{ 

- ：" 人 .TL,,: t£ 
. ―. 、 »| 

as ' -- お 

—一一 ； '■rx' Hi* tSR-^t 

7. -jssssx, a^c jj^ a»a «te ,uatm ： 二： mi m. 



A R (レジスタ 設: £) 

レジスタ エリ ァの 設定 を 行います。 

"W (フ アイ /レの セーブ） 

Wij に *Sav ビ とま-示され るので. ファイル 名 を 入お します。 
セーブされ るの は 1 で 口一 ド された のと 问 じだけ の メモ りの 
ftlifl です。 任意の サイズ を セーブしたい 場合に は、 後述の プロ 

ック セーブ を 使 m してく ださい。 

"X (入お モードの W り え） 

カーソルが アスキー ェ リアに 移勳 し、 アスキー キャラクタ 人力 
モ一 ド になり ます。 この モー ド では 入力した キーの コ一 ド がそ 
のま ま メモリ に 設定され ます。 カー ソ /レキーの コ一 ド も その ま 
ま 人力され るので、 カーソル 移觔 はでき ません。 1 で 通^の モ 
—ド におり ます。 

TAB (ヘルプ メニュー） 

コマンド 一 E が */ぉ されます。 

A ESC (モニタ を 抜ける） 

モニタ を 抜けて MSX-DOS に^り ます。 

e〉 各種 コマ ン ド （ブロ ック） 

メモ りの 任意の 範囲 を 対- ft と した コマ ン ド です。 やはり コン トロ 
—ル キーで 指 ぶします。 
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S (ブロ ッ クの 始ァ ト' レ スの 设定） 

% 在の カーソル 位^が ブロックの fffl 始と して 設定され ます。 設 
定 される とその 位^が リ バース 表^されます。 

A K (ブ ロッ クの終 f アドレスの 設^) 

の カーソル 伩» がブ 口 ックの 末尾と して 設定され ます。 設 
定 すると ブロ ッ ク 間が リバース ^示されます。 

A 0 (ブロ ックの ON/OFF 切り 杼ぇ） 

設定した ブロック を、 有効に する か 無効に する か、 切 リ^え ま 
す。 ^効で ある 場合 は A M、 'S、 A U が 使 ffl できます。 なお、 
無効に なると り バース 表示され なくなります。 

，M (ブ o ッ ク 送） 

ブロック を 現在の カー ソ ル位; g 以降に 転送 します。 転送 元と お 
^先 は^なつ ていても かまいません。 
a p (プロ ッ クブリ ン ト） 

ブロック を プリンタ に 打ち 出 します。 実行中 阀凼 が资化 します 

が、 M 題ありません。 ESC キーで 巾 断で きます。 

、 （ブロック セーブ） 

ブロック を セーブし ます。 函 曲に ，Save* と^ 示される ので フ 
アイル^ を 人力して ください。 
、(ブ 口 ッ クフィ ル> 

ブロ ック を桁定 した 1 バイ トの 値で 埋めます。 圃 面に *Memory 
Fill* と ^示される ので 値 を 人力し ます。 

f) 各 II コマンド （プロ） 

リ>跻 み 込んだ プロ III のコ マン ド です。 木 モニタ を 大限に 活か 
すため に、 これらの コマンド を つてお く といいで しょう。 

A D (逆 アセンブル） 

力一 ソル 位置から 16 行 分 逆 アセンブル します。 数 ま はすべ て 
16 進数で 去らされます。 また 相 衬ァ ドレス は 絶 W アドレスに K 
されます。 ここで は、 次の キ一 コマンドが 使 W できます。 
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i … 次の 16 行 を^ぶ-します 

t … K 前の 16 行 を 表示し ます 
… アドレス を 設定し 直します 

^ … ハ一 ドコ ビー を 行います 
本 モード を 抜ける とき は ESC、 スペース、 リターン を 押し ま 
す。 ESC か スペース によ り 1 " 本 モー ドに 入った ときの ァ ドレ 
スム り ターンに より 1 "現在 逆ァセ ン ブルした ァ ドレス」， におる 
こ とがで き ます。 



〜に （スロ ツ ト W り锊 え） 

デフォルトの スロッ MMSX-DOS のス 口'，/ ト） と- Y で » 定し 
た スロッ トを 切り替えます。 

— Y (ス 口"/ ト»リ の iR 定） 

酵 面に *Sk> ビ と表ポ される ので、 初めに 基本 スロ / ト番ゅ <0 
〜 3) を 入力し ます。 その後、 拡張 スロッ ト 番号 を 措定す る 場合 
は それ を 人力 （0 — 3) し、 そうでない場合はり ターンの み 押し 
ます。 正 しく 人力され ると、 その * でス 口 / トが W り S わり ま 
す。 なお、 スロットが 切り 锌 わって いると き は、 検索、 実行、 
セーブ、 ロード、 プリント を 除く ブロック コ マント' は 無 幼と な 

リ ます。 また、 スロット 変更 中 は スクロール 速度が 遅くな り ま 
す。 



—，- ■' や 【 ， 



jf *r-«-T|r k tr k. r' 
nsu sfc^ ぶ','— . iVi!-. Sir に. . 
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Vn (アドレスの rkittt) 

iM/K の アドレス を^ tS します。 n は 1〜3 の 値で、 3 か 所の 3d 

億が^ 能と なって います。 
、n( アドレスの 移動） 

"Vn で, 记 tg した ァ ドレスに 移 勤し ます。 n は 1 〜 3 の 他に 「B'- 

ブロックの: t 頭」、 「K …ブロックの 末尾」， r Q …現在の ァ ドレ 

スを A V3 と して^ 憶して から" V3 で K 愫した エリ ァに移 i 力す 

る j が 使 W できます。 
A QP (ハード コビ一 ） 

幽 iAj のハ一 ド コピー を プリンタに 打ち出します。 

暴 ファイル ダンプ 

ァ ドレス 0100H— 027FH P196 



FDUMP . COM 



書式 FDUMP —く ファイル 名 > 

ファイルの 内 ^を 阿 面に 16 進数で ^^する ための コ マン ド です。 
l^'Ilfii ごとに 表示 は 止ま り ますので 任意の キー を 押して く ださい。 
ファイル を ffl 後 ま で 表^す ると 終わります。 
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DKDUMP . COM 
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書 漢字 TYPE 

ァ ドレス 0100H〜0BD7H P197 



害 式 KTYPE— < ファイル 名 > 

シフト J1S で^かれた 漢字 ファイル を W 面に 衣 示します。 この プ 
ログ ラム を 使う とき は漢卞 ROM が 装備 されて ない と 使え ま せん。 
MSX2 # 用と なって います。 



♦ ディスク ダンプ 

アドレス OIOOHnOSFFH P200 



書式 DKDUMP 

ディ スクの 内容 をセ ク タ ごとに 表^す るた めの ュ一テ 《リ ティ一 
です。 荬行 すると 以ド のよう な幽 ffii か 表示され ます。 

ドライブ 番'' J- を 問いて くるので *A， とか， B" と flTi してく だ 
さい。 リターン すると， 初めに 論现 セクタ 0 がぎ じみ込まれ、 その内 
おが 16進 牧と キャラクタで 表示され ます。 1 つの セクタ は 512" ィ 
トで すが、' lHfii に 人らない ので、 4 つの ページに 分けてあります。 

W 面の *MAXSK; ノは 論理 セクタの 上限 f に 'CURRENT SE 




へ K, * 
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c: は 現在 表示され ている 論瑰 セクタ、 を 表して います。 ここで は 
次の コマ ン ドを使 する ことができます。 



J 、 




- セク 


タ^の 移 W (れ恭 ガ^へ) 


し 




- セ ク 


タは! の 移 W( おき ガ^へ) 


I , 


T * 


- ぺー 


ジ^の 移行 （^番 み^へ) 


M. 


i - 


.' ぺー 


ジ^の 移行 （お 蚕み^ へ) 


S 




- セク 


タ^ リ の Jfif 


Z 




• デー 


タめ& お 


、\ 




- デ一 


タノ 》 ^ き 出し 






- 終わ 


リ 



Z コ マン ドは ディ スクの データ を变史 する コマ ン ド です。 闸曲上 
に カーソルが 現れる ので 変 S したいと ころに 勅 かして h おき して く 
ださい。 ただし、 この 時点で は ディスクに き 込まれな いので ESC 
キー を 押して コ マン ト' 人力に 皮り、 W コ マン ト' を 実行して ください。 





& . - . • . 

• に -.• * 丄， 

，-. つ. （ト 
» * « . 

, 、， . n r -. 

. や-.'， n 3 



40m. tri ま ぶ 

■.---"-"Luh 二-一 」：• ノ .：-. --441 ,r」 

ら^ 一 J- に： や 上-, *:-::| 土- -,:J い 7 で 

一-. ., ::: FF 丄：】 ？：l---M. リベ， 丄 【- 

ラ -.』 - -.CF ト £ f -J ^ iE7 or- *〕 Ln 

^ ニノ： o リ -.. c !s ei07r-.uc? 

一に： ..J.,:--" - -. --- r ゎ-r- にい r- u に- 



FCOPY . COM Z FCOPY2 , COM 



L 二 Fri'- 1 1 二で い f , + - T! t つ t- ？ SklL^i D=Z»t • マ 4 一 r 

乂 6ji Pe^ -ノ； 

BUS C-:-^'Al - ■；-；：-! 

UPPER xf-rtfir .ft . ?^ : ； 

卩ご-丄—3.-，に' , im'njt . ！ 

iJ-.tVPE さ 翻, 

jt^P^p HiV»- -— 三- ^P^*T 

M^TfU; ひに レ: に r-':T-:--E . ： 

TrST . TKT fTEiT .UPR 

.COM ？ hMFLE ,TOT 
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翁 簡単 ファイル コピー その 1、 その 2 

ァ ドレス 0100H〜127FH P202 
ァ ドレス 0100H 叫 407H P207 



書式 FCOPY FC0PY2 [< ファイル 名 >] 

コ ビーしたい ファイル を 選択して、 A ドライブから B ドラ ィフ' に 
一^ に コピーす る ユー ティ リ ティ 一です。 「その 1」は！^5乂（1>/ 
2*W、 r その 2」 は MSX2 枣 用です。 コ マン ドを 入力す ると 次の よ 
う な幽 面が 表^されます。 「その 1 j の 方 は ファイル 名が 2 列に 表示 
され、 r その 2 j の 方 は 5 列に 表示され ます。 コ マン ド 人力 時， 「その 
2」 の 方 は ファイル 名が 指定で き、 *FC0PY2 *, COM* などと す 
る ことによ り 一定の 名前 だけ あらかじめ 遣択 する こ とかで きます。 



FCOPY の ファイル 名逸択 



FC0PY2 の ファイル 名 iliR 




f'2P¥ きひえ- »: tsiEcn 
腕お だ^ i^m^xp^ 



塁お 



II 

一 S き E 
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« 択には スペース キー を 使います。 押す と 1 " その 1 j の埸 仓フ アイ 
ル 名の 横に **， マーク 力、 r その 2」 の 場合 ファイル 名が 反お 表示 
され、 コピーす る ファイル である ことが 設定され ます。 もし 問 逮 え 
てつけて しまった 場合に は、 もう 1 度 スペース キー を 押せば 消え ま 

す。 また M キ一 を 使って 選択す る こと もで きます。 この場合 は 1 度 
H に M キー を 押した ところから 2 度 S に 押した ところまでの 連続し 
た^ 分が 選択され ます。 また、 「その 1」 で、 ファイルが 两 ぬ j に 人り 
きらない 場合 は、 スクロールす るよう になって います。 なお、 選択 
屮 やめる 場合 は ESC キー を 押してく ださ t リ 

• CP/M 一 MSX-DOS ファイル コンバート 

CP/M と MSX-DOS の ディ スクの 管^の 什 方 は， 根本的に 爽な 
ります。 そのため、 CPZM 卜-の ファイル を MSX-DOS ト. にお 送し 
よう とすると、 に W 難 を 究めます。 そこで、 ここで は CP/M マ 
シンと MSX と を RS- 232C でつな いで、 それ を 通して 転送 する こ 
とを试 みました。 

お 送 作^ をす るのに は、 RS-232C つきの CP/M マシンと、 RS- 
232C つきの MSX です D ますこ、 CP/M の 方に は 転送 用 プログラム 
を 作成す るた め M80 などの アセンブラが 必« です。 ちなみに、 ここ 
で 使 W した システム は r PC-9801 + *PLUS80j と 「RS- 232C つ き 
MSX」 です。 

なお、 説明 を 読んで 总 味が わからない 人 は 行わないで ください 0 
♦KS する 手順 

RS-232C を 通しての fe 送 は、 アスキー ファイルに 限る ことにし ま 
す。 そのため、 まず H 的の プログラム ファイル （例えば COM フ アイ 
ル） を アスキー フ アイ ルに ifi: す 作 荣 から 始めます。 このと き 採 する 
の は r へ 'ノクス フ アイ ル 形式」 で、 フ アイ ルの 中味 を 全部 16 進数の 文 
字 列に 変抶 した ものです。 これ は、 ファイルの 屮の 1 バイト を S た 
ときに、 例えば それが lAh であったなら、 これ を 文字の， 1* と *A ff 
に直して^き出したファィルをぃぃます。 



力/一 ブス 5 子 （株）^' たの PO980lfflZ80 ボー 卜-です • 
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'BINTOHEX. MAC* < P 212 ) かその ための プログラムです。 
これ は、 CP/M 上で 実行し、 H 的の ファイル をへ'/ クス 形式 に 変換 
します。 

後の T' 噸は 簡単で、 この ヘック スフ ァ ィルを RS-232C を 通して 
MSX に 送って やり、 次に MSX の 方で この ヘック ス ファイル を も 
との フ アイ ル 形式に i£ してやれば いいわけです。 

CP/M から RS-232C を 通して 送り 出す ための プロ グラムが 
，CTRANS. MA に （P218 ) で、 MSX の 力で 受け取る ための ブ 
口 ダラムが 'MTRANS. BAS* (P221) です。 また、 それ を^の 
ファイル 形式に に K すため の プログラムが ，HEXTOBIN. BAS* 
(P 222 ) です。 



r com フ v《i レ , 

し A'v ウス >1 (し ^ 

き 



へ、' / 7 スフ T やレ、 

COMTr ザに ノ 




♦ 使用方法 

例と して、 CP/M から CLS.COM という 名前の フ アイ ルを 
MSX に 転送 してみ る ことにします。 

®CP/M システムの 方で 何ら かの エディ タを 使って * 'BIN TO- 
HEX. MAC\ "CTRANS.MA に を 入れ、 それ を アセンブルし 
て 2 M COM ファイル rBINTOHEX . COM* 、 *CTRANS . 
COM つ を 作り ます。 
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② MSX の ディ スク BASIC で、 *MTRANS.BAS,、 ，HEX, 

TOBIN . BAS* を 人力して おきます。 
(3) MSX と CP/M マシン を、 RS- 232CIA クロス ケーブル を 使ゥて 

つなぎます。 

® CP/M システム のみで、 的の ファイル を *IMNTOHEX . 
COM* 使って ヘック ス ファイルに 変換し ます。 



A>B1NT0HEX CLS . COM 



これで ケ という ファイルが 作られます。 
④ MSX の ディスク BASIC で ，MTRANS , BAS* を宾 行し、 絞い 
て CP/M のおで、 コ マン ドライ ン から 次の よう に 入力し ます。 



A>CTRANS CLS . HEX 



すると CP/M か ら MSX に や CLS ■ HEX* が te 送され、 MSX 側 
は それ を *GOTCPM.HEX ff とい 名^の ファイル にせき 出し ま 

す。 

©te 送が 終つ た ら、 MSX の ディスク BASK: で 》HEXTOBIN , 
BAS* を 突 行し ます。 そうすると "GOTCPM.COM' という 名 
前の ファイルが 作られます。 後 は 適^な ファイル 名に これ を リ ネ 
ーム <REN) すれば 終わ り です。 

CPZM のぶで 兀 々アスキー ファ ィ ル だった もの は、 いちいちへ 
ック スフ アイ ルに 直 さな く て も/ CTRANS.COM* を 使って 転送で 
きます。 この場合 は MSX 側で， HEXTOBIN . BAS* にかけ る 必要 
もない ため ，GOTCPM . HEX* を そのまま リネーム すれば いいで し 

なお、 \:trans,com' を 使って お 送す る 前に は、 通信 方式 を 
^定 しなくて はいけ ません c MSX の 方 は *TRANS,BAS* の 中で 
次 頁の ように 設定して いるので、 CP/M の 方 も それに 合わせて 設 
； 41 するとい いでし よ う。 自分で CP/M と RS-232C の マニュアル を 
説んで 適切に 設定して ください。 
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ボー レート 


"1200 


キャラクタ 


- 8 ビプト 


ハリア ィ 


…ん t 
…な し 


X ト ッブビ y ト 
XON/XOFF 


1 


…なし 


CS 


…なし 


才一 ト 


…なし 


SI/SO 


…なし 



なお、 転送され た プログラム は 正常に I 力かない 場合 もあります。 

原因 は、 元から MSX-DOS では 勳 かない プログラム か、 あるいは 
拳: T: 送 屮にノ ィ ズを 拾って しまった かの どちら か だと 思われます。 何 
度 か 手 喺 等 を 確認し、 やり直して みて、 ダメ だった ときには 索 直に 
あきらめる のが * 明 だと 思われます。 

* 後に 香いて おきます が、 CP/M 上の 市阪の プログラム は、 コ 
ピーして はいけ ない ことにな つてい ます。 気をつけて く ださい。 
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MSX テクニカル ハンドブック （アスキー》 
MSX- DOS-TOOLS マニュアル （アスキー） 
MSX ボケ ッ ト バンク シリーズ （アスキー） 
MSX マガジン （アスキー） 



プ a グラム * スタッフ- 



ASM 


. COM 


大 貫 


PED 


. COM 


張 


BUG 


. COM 


清水 


MON 


. COM 


五 味 


FDUMP 


. COM 


張 


KTYPE 


COM 


長 井 


DKDUMP 


COM 


張 


FCOPY 


COM 


長 井 


FCOPY2 


COM 


長 井 


その他 
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ICOM ファイル 入力 用 ツール 
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^ の 2 
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